


テレビ放送用の

インタビュー

8
月
幻
日
か
ら
け
月
幻
日
ま
で
県
内

は
市
町
村
(
伺
会
場
)
で
お
母
さ
ん
方

の
育
児
相
談
に
応
じ
ま
し
た
。

県教育委員会は、 、家庭教育相談事業がの一環とし

て、 3歳児をもっ包親を対象に、育児についてのアン

ケートをとりました。その結果をみますと、多くの宙

親は子供を育てることを生きがいにしている半面、体

の発育や知能の発達、しつけ方怠どに多くの悩みをも

っています。

戸ンケートは、県下の 8.161人にはがきを出し、 1

983人(24.3%)から回答を得たものです。お白さん方

の悩みがどこにあり、どう解決しているかを紹介して

みましょう。

オ

*お国さんがj山配するのは.• . 
来談者 390人の主な相談内容と相談件数

は次のとおりでした。

一
F園田

からだや健康
151件

に関すること

言葉や性格 138件;
に関すること

「ー

友達や遊び
80件

に関すること

しつけや家庭教 112イ牛
育に関すること

合計 481件の相談を各分野専門の先生方

が担.当しました。

3歳児をもっ母親の悩みは・・・ ・・・ 一一一一一 一一 1 ; 

;みんなの県政 冬山遭難防止 -…計画を一
L ( 1  J .-11':"¥1 地価調査結果を報告します一一

‘.，.......~，目、，弓，、 法人県民税の税率引き上げ一一一 一一一一 8

富山県の旅券申請の推移から 9 • 
1975・12・もくじ ふるさと・空から拝見・大門町 一 一 一 一 一 一 一 10

ニとし の除雪計画 一一

かしこい消費者に

小口事業資金あっせん保証融資 15 ! 
物価と家計簿シリース:No.30

トピ ックス 10月|日 一 10月31日 - --18 ; 

嘉義)1品管九竺職業訓練生募集 20 ; 



答えてもらった邸見の

震
は

D.幼児と環境

E.生活習慣(しつけ)

F.悩みの解決方法

①子どもの性別
男子 1，006人女児 977人

②幼稚園・保育所への入国状況
行ついる 49% 

行っていない 51% 

③家族の形態

の
親
が
在
宅
児
の
親
よ
り
多
く
あ
げ

た
悩
み
は
、
ほ
め
方
叱
り
方

(就
園

五
七
%
、
在
宅
四
八
%
)、
絵
本
や
お

も
ち
ゃ
の
与
え
方

(
一
二
二
%
、

%
)
、
子
供
と
の
ふ
れ
合
い
不
足
(
一

九
%
、
二
二
%
)、
不
器
用
二

六

%

六
%
)
な
ど
で
す
。

反
対
に
在
宅
児
の
親
で
多
く
み
ら

れ
る
悩
み
は
、
食
べ
物
の
好
き
嫌
い

(
在
宅
四
八
%
、
就
園
四
O
%
)
、
遊
び

仲
間
不
足
(
二
九
%
、
一
五
%
)、施

設
が
足
り
な
い
(
八
%
、

O
%
)
、
衣

指
し
ゃ

ぶ
り

わ

が

ま

ま

泣

き

虫

引
っ
込
思
案

く図 2>子育児上特に困るニと

3歳児の母親

1，983名

この通信文の l号を

使って質問

こんな質問に

答えてもらいました

ハ ガキで

回答

(r鉱大型~1lõ J とは祖父母と同居町家族をいう)

A.体と健康

B.知能と性格行動

c.社会性の発達

服
の
着
脱
の
自
立
(
二
五
%
、一
七

%
)、

大
小
便
の
自
立
(
一
一
%
、

四

%
)
と

な
っ
て
い

ま
す
。

こ
の
結
果
は
、
通
園
に
よ
り
子
供

の
自
立
心
が
高
ま
り
、
親
の
方
で
も

他
の
子
供
と
自
分
の
子
供
を
比
べ
る

結
果
、
教
育
的
関
心
が
高
ま
る
こ
と

を
示
し
て

い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

主
ノ
カ
。

七

鉱

大

家

族

と

核

家

族

で

は

次
に
、
家
族
形
態
別
に
み
て
み
ま

% 
10 

食
欲
不
振

夜

尿

好
き
嫌
い

(図 1の多答式のぱあいとは、

やや異なる結果ガ出ましだ〉
質
問
の
答
え
方

ほ
め
方
叱
り
方

式
円
児
の
う
え
で

ど
ん
な
悩
み
や
気
が
か
り
が
?

う
か
が
え
る

育
児
へ
の
高
い
関

ω

A
j
E
各
項
目
の
悩
み
を
多
答
式

(
い
く
つ
で
も
答
え
る
方
法
)
で
答
え

て
も
ら

っ
た
も
の
を
多
い
も
の
か
ら

順
に
並
べ
た
の
が

〈
図
1
〉
で
す
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
ほ
め
方
、
叱
り
方

(五

二

%
)を
ト

ッ
プ
に
、
偏
食

(
四

四
%
)
、
わ
が
ま
ま

(
四
O
%
)
、
泣

き
虫
(
三
九
%
)
な
ど
知
能
と
性
格

行
動

(
B
)、
生
活
習
慣

(し
つ
け
)

(
E
)
、
体
と
健
康
(
A
)
に
関
す
る
悩

み
が
上
位
を
占
め
て
い
ま
す
。

B
、
E
は
、
親
の
子
供
と
の
接
触

度
と
密
接
に
関
連
し
て
い
る
も
の
で

す
。
昨
年
、

一
昨
年
の
調
査
で
も
似

通
っ
た
結
果
が
出
て
い
る
こ
と
か
ら

現
代
の
母
親
の
育
児
へ
の
関
心
の
高

さ
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
お
母
さ
ん
方
が
子

供
へ
の
配
慮
に
つ
い
て
悩
む
傾
向
が

み
え
る
一
方
で
、
友
達
が
い
な
い

(二

し
よ
う
。
祖
父
母
と
同
居
の
拡
大
家

族
で
多
く
み
ら
れ
る
悩
み
は
、
わ
が

ま
ま

(拡
大
四
五
%
、
核
三
八
%
)
、

甘
え
ん
坊
(
四
四
%
、
三
八
%)、

祖

父
母
の
干
渉
(
二
二
%
、
五
%
)
、
祖

父
母
の
甘
や
か
し
こ
四
%
、
二
%
)

子
供
と
の
ふ
れ
合
い
不
足
(
二
O
%
、

一.方
、
核
家
族
の

一
二
%
)
な
ど
。

方
が
多
か

っ
た
の
は
家
の
狭
さ

(核

二

一

%
、
拡
大
七
%
)
だ
け
で
し
た
。

子
供
へ
の
教
育
的
影
響
は
と
も
か

く
、
核
家
族
と
拡
大
家
族
で
は
悩
み

の
様
相
も
か
な
り
違
っ
て
く
る
よ
う

で
す
。

特
に
因
る
の
は

悩
み
の
中
で
も
特
に
困
る
こ
と
を

ひ
と
つ
あ
げ
て
も
ら

っ
た
も
の
を

領
域
別
に
表
し
た
の
が

す
。
領
域
別
で
は
、
〈
知
能
と
性
格
行

〈
図
2
〉
で

動
〉
の
悩
み
が
三
O
%
と
最
も
多
く

つ
い
で

〈体
と
運
動
〉
二
五
%
、
〈
し

つ
け
〉
一
二
%
と
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
答
え
方
の
ば
あ
い
、
夜
尿
、
引

っ
込
み
思
案
、
指
し
ゃ
ぶ
り
な
ど
が

悩
み
の
上
位
に
あ
が
っ
て
き
て
い
て

多
答
式
と
や
や
異
な
る
結
果
が
出
て

い
ま
す
。

子供を育てる上で

困ること(多答式)

<1文1l > 
3臓児の母親 1，983名

回答 5%以上の もの

二

%
)、
危
険
個
所
が
多
い

(
一
九
%

遊
び
場
が
た
り
な
い

(
一
八
%
)
な
ど

現
代
生
活
が
幼
児
の
生
活
に
も
影
を

落
と
し
て
い
る
傾
向
が
み
ら
れ
ま
す
。

% 
60 

50 

20 

40 

30 

10 

病

弱

A

戸
外
で
遊
ば
立
い

C

仲

間

は

ず

れ

C

便

ぴ

不

痢

A

大
小
慢
の
習
慣

E

ニ

と

ば

の

遅

れ

B

祖

父

母

の

干

渉

D

一
人
遊
び
で
き
ず

C

童

事

の

習

慣

E

不

鶴

岡

A

け

ん

か

C

テ
レ
ビ
的
見
せ
方

E

住

居

の

狭

さ

D

祖
父
母
由
甘
や
か
し
目

指

し

ゃ

ぶ

り

日

子
供
と
の
ふ
れ
合
い

口

遊

び

場

不

足

D

弟

妹

い

じ

め

C

あ

き

ワ

ぽ

い

B

危

険

広

場

所

D

お
も
匂
ゃ
の
与
え
方

E

衣

服

の

着

脱

E

夜

尿

A

左

海

不

足

C

人

見

し

り

日

食

欲

不

振

A

質

問

の

答

え

方

E

甘

え

ん

坊

B

泣

き

虫

B

わ

が

ま

ま

日

偏

食

A

ほ

め

方

叱

り

方

E

D
 

2
 

-
家
庭
環
境
に
よ
り
異
な
る
悩
み

と
こ
ろ
で
、
育
児
上
の
悩
み
は
、

子
供
の
性
別
、
幼
稚
園

・
保
育
所
へ

の
通
固
め
有
無
、
家
族
の
形
態
に
よ

女
一
七
%
)
、
衣
服
の
着
脱
(
二
七
%

一
四
%
)
、
こ
と
ば
の
遅
れ

(
一
O
%

五
%
)
な
ど
が
、
女
児
よ
り
も
男
児

に
多
く
み
ら
れ
た
ほ
か
は
、
目
立

つ

っ
て
も
多
少
違
う
よ
う
で
す
。

男
児
と
女
児
で
は
・
・
・
..
.
 

た
差
異
が
み
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

就
園
児
と
在
宅
児
で
は
・
..... 

次
に
就
園
の
有
無
で
は
、
就
園
児

一
三
歳
児
と
母
親
を
J(
)
(
)
(
)
(
)
(
)
(
i

機
滅
滅
滅
滅
州
酬
と
り
ま
く
状
況
の
ち
が
い

ち

あ

や

ガ

、

び

に

り

ガ

喜

中

'

な

情

、

の

一

〉

に

愛

の

山

α

拓

の

別

の

一
ん

ん

ん

だ

も

さ

え

さ

ま

と

一

iu

甘

あ

は

子

ー

や

ぱ

と

。

、

に

H
M

ま

あ

ん

す

て

う

一
お

ま

、

さ

ま

し

ょ

ま

ガ

ん

あ

れ

和

つ

、
1

わ

さ

か

く

ガ

育

一
ん

て

も

い

あ

て

代

ガ

一

さ

庭

て

じ

、

え

世

の

い

家

し

あ

ん

与

の

も

一
じ

る

う

、

さ

を

つ

な

i

h

ど

も

う

せ

3

力

一
お

い

で

と

章

豊

性
別
で
は
、
夜
尿

(男
二
六

%

子どもが就園していると

他の子ども達とのふれ合いの中から、目立

山ガ育って来るようです。しかし、鈎稚園や

保育所に教育を任せっきりでは一一。

子どもガ外で学んでくるものを暖く見守り、

お田さんの配慮で、よい芽を育ててあげまし

ょう。
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悩
み
の
解
決
の
仕
方
は

?

だ
れ
か
に
相
談

と
こ
ろ
で
、
育
児
上
の
悩
み
は
ど

の
よ
う
に
し
て
解
決
さ
れ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
を
家
族
形
態
別

に
表
し
た
の
が

〈
図

3
〉
で
す
。

育
児
上
の
悩
み
は
、
誰
か
に
相
談

す
る

(核
家
族
六
二
%
、
拡
大
家
族

七
八
%
)

こ
と
に
よ

っ
て
解
決
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
。

悩
み
の
相
談
相
手
は

〈
図
4
〉
に

悩みの解決の仕方 く図 3> 

冬山遭難防止

余裕ある計画を

み
ら
れ
る
よ
う
に
、
家
族
の
形
態
に

よ

っ
て
か
な
り
異
な

っ
て
い

ま
す
。

核
家
族
で
は
、
夫
、
実
家
の
母
へ
の

相
談
が
多
い

の
に
対
し
、
拡
大
家
族

で
は
姑
へ
の
依
存
度
が
高
く
な
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
こ
と
は
母
親
の
勤
め

の
有
無
と
も
関
連
が
あ
る
よ
う
で
す
。

相
談
相
手
は
?

勤
め
を
持
つ
母
親
の
ば
あ
い
、
夫
よ

り
も
姑
や
職
場
の
友
に
相
談
す
る
こ
と

%1家族形態別にみる悩みの相談相手 〈図 4> 

EZ:l核家族 909名

仁二コ f広大家族 1，074名

70・ーーー

60+---

50+---

自
然
の
猛
威
に
さ
ら
さ
れ
る
冬
山

新
雪
に
お
お
わ
れ
た
冬
山
は
、
大

自
然
の
中
で
も
最
も
美
し

い
景
観
と

い
え
ま
す
。
し
か
し
そ
の
美
し
い
冬

山
の
反
面
に
は
、
悲
惨
な
遭
難
の
危

険
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

冬
山
遭
難
は
、
冬
山
特
有
の
気
象

条
件
と
、
登
山
者
の
冬
山
に
対
す
る

技
術
や
経
験
の
不
足
と
が
重
っ
て
発

生
す
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。
と

く
に
、
本
県
の
山
岳
地
帯
で
は
、
大

陸
か
ら
の
強
い
季
節
風
と
寒
気
回
が

日
本
海
沿
岸
に
近
づ
く
た
め
、
悪
天

候
の
日
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
厳

し

い
寒
気
と
吹
雪
、
豪
雪
に
加
え
て
、

な
だ
れ
も
多
く
発
生
す
る

の
で
、
登

山
者
は
常
に
、
自
然
の
猛
威
と
死
の

危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
え
ま

す過
去
に
大
量
遭
難
の
経
験

本
県
で
は
過
去
に
、

昭
和
三
八
年
、

薬
師
岳
で
の
一
三
名
パ

ー
テ
ィ
全
員

遭
難
死
亡
事
故
、
昭
和
四
四
年
剣
岳

で
の
八
一
名
に
お
よ
ぶ
大
量
遭
難
、

ま
た
昭
和
四
五
年
に
は
天
狗
平
に
い

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま

す
。
と
く
に
姑
の
い
る
家
庭
で
は
、

子
供
を
姑
に
預
け
て
勤
め
に
出
る
た

め
、
核
家
族
と
は
異
な
る
形
が
出
て

が
多
い
、

く
る
も
の
の
よ
う
で
す
。

核
家
族
で
は
、
家
事
に
専
念
す
る

割
合
が
拡
大
家
族
に
比
べ
て
高
く
、

(
二
頁
の
円
グ
ラ
フ
を
参
照
し
て
く
だ

そ
の
上
、
同
居
の
相
談
相
手

も
夫
以
外
に
な
い
こ
と
か
ら
、
「
自
力

さ
い
)

解
決
」
の
比
率
が
高
く
な
っ
て

い
ま

す
。

こ
の
ば
あ
い
自
力
解
決
の
支

え
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
育
児
専
門

書
、
雑
誌
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
な
ど
か

ら
得
る
情
報
で
あ
る
と
い
え
ま
し
ょ
う。

実

家

の

母

夫

40+---

20・ーーー

10t---

30 

た
ス
キ
ー
ヤ
ー
等

六
回
名
が
猛
吹
雪

に
は
ば
ま
れ
て
孤

立
す
る
と
い
う
大

量
遭
難

(
死
者
七

が
発
生
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
遭
難

で
は
、
次
の
こ
と

が
原
因
に
な
っ

た

過去10年間
冬 山遭難の

主な原因
(40iド12)-j-

50il' 2 )=1冬山)

〔冬山〕

12月から 2月までの登

山シーズンをい L、ます

と
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。

①
 
リ
ー
ダ
ー
の

統
率
力
が
な
く

計
画
ど
お
り
に
行
動
し
な
か
っ
た
。

⑨

目
的
の
山
に
対
す
る
事
前
研
究

②
 が

不
足
し
て
い
た
。

③ 

頂
上
ア
タ

ッ
ク
に
軽
装
で
出
か

け、

途
中
で
吹
雪
に
遭
遇
し
た
。

④
テ
ン
ト
、
雪
洞
の
設
営
場
所
が

悪
く
、
雪
崩
れ
で
つ
ぶ
さ
れ
た
。

⑤
豪
雪
に
行
動
を
は
ば
ま
れ
、
食

料
、
装
備
の
不
足
を
き
た
し
た
。

③⑦⑥  

雪雪 吹
庇ぴ雪
がで
く コ
ず |
れ ス
転を
落誤
しっ
たた

氷
雪
地
帯
で
ス
リ

ッ
プ
し
、
転

落
し
た
。

がひ
と
り
立
ち
H

ま
で

適
切
な
指
導
の
手
を

子
は
親
に
と

っ
て
生
き
が
い
で
は

あ
る
け
れ
ど
も
、
か
ひ
と
り
立
ち
u
さ

せ
る
ま
で

の
道
程
は
長
く
け
わ
し
い

も
の
で
す
。

こ
の
回
答
集
計
で
み
る
か
ぎ
り

ほ
と
ん
ど
の
お
母
さ
ん
方
に
、
こ
の

時
期
共
通
の
発
達
上
の
悩
み
や
問
題

が
あ
る
よ
う
で
す
。
親
と
し
て
は
、

幼
児
期
の
発
達
上
の
特
性
を
よ
く
つ

か
み
、
そ
れ
ら
に
ふ
さ
わ
し
い
適
切

な
保
護
や
指
導
の
手
を
さ
し
の
べ
る

こ
と
が
極
め
て
大
切
だ
と
思
わ
れ
ま

す
。

グ
相
談
事
業
4

を
家
庭
教
育
に
お
役
立
て
下
さ
い

発生 遭難
遭難者内訳

年 思リ
件数 者数 死亡 負傷ト 無傷

救出

40・12-41・ 2 7イ牛 19人 6人 12人 1人

41・12-42・ 2 6 12 8 1 3 

42・12-43・ 2 8 23 6 5 12 

43・12-44・ 2 15 82 20 20 42 

44・12-45・ 2 1 1 1 。 。
45・12-46・ 2 1 33 7 20 6 

46・12冬山から 。 。 。 。 。
50・ 2冬山まで

計 38イ牛 170人 48人 58人 64人

家
庭
教
育
相
談
事
業
は、

一
二
歳
児

を
第
一
子
に
持
つ
全
家
庭
に

「
わ
た

し
は
三
歳
」

と
題
し
た
通
信
文
を
毎

月
お
く
っ
た
り
、
二

O
市
町
村
で
巡

回
相
談
を
行
う
も
の
で
す
。
ま
た
こ

健

でほ
凪
W
J
r
M
分

-
圃
『
.
圃
『

4EF

n
u

岳、

h
w
t

一

詞
d
w
h
k電
パ

時

日

附

マ物
一一一一

官帯師

(40年12月-50年 2月)過去10年間の冬山遭難事故

テ
ン
ト

・
キ
!
パ

l
(留
守
役

を
残
き
ず
、

ま
た
ト
ラ
ン
シ

i

パ
ー
を
持
た
な
か

っ
た
。

-
}
れ
だ
け
の
注
意
は
必
要

こ
と
し
も
す
で
に
冬
山
登
山
シ
ー

ズ
ン
を
迎
え
ま
し
た
。
登
山
者
、

ス
キ
ー
ヤ
ー
は
、
次
の
点
に
注
意
し

て
悲
惨
な
遭
難
を
く
り
返
さ
な
い
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

① 

登
山
前
の
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
を
十

分
行
う
こ
と
。

② 

経
験
豊
か
な
リ
ー
ダ
ー
の
も
と

* 51年 l月25日

まで放送

の
ほ
か
、
毎
週
日
曜
日
午
前
八
時
一

五
分
か
ら
一
五
分
間
、
北
日
本
放
送

テ
レ
ビ
「
マ
マ
き
い
て
、
わ
た
し
は

3
歳
」
を
放
送
し
て
お
り
ま
す
。
三

歳
児
の
家
庭
教
育
に
役
立
て
て
下
さ
い
。

4 

甘
の
干
す
中

一
、

-

し

ゃ

に
て
一
ま
の
一
は

一ら
こ

う
い
一
れ
り

4

一附
す

ょ
っ
一
わ
関
一
目

。

一
索
に

の
に
一
い
の
一
。
子

一の
更

ん
係
一
も
と
一
呂
と
一
そ
の

や
関

一と
税
一
風
父
一
、
ら

ち
の

T

ヲ
両

一お
な

一て
子

亦
い
一
が
と

L

と
ち

一し
の

で
だ
一
ち
り
ニ
パ
が

L

通
そ

'
h

う
一
本
杷
リ
ま
一
マ

)

二

E

ま

上

一
N
相
即
一

J
V
は
一ι
t
L

了
、
き
一
ひ
お
配
一
ら
く
と
一
な
し

と

。

一百は

。
の2
一宗が
な
叫
税
盤帆坐一言まま

て
-

る

児

一子

か
へ
三
一な

少
父
一ざ
き
つ
品

一

E
c
歳
二
ん
う
児
て
の
て
エ
一王ま
て
頗盟

-

で
三
は
旦
一

τやよ
一寸り

布事中つユ
一

τさ見
ム

が
る
[
ち
し
三

十
十
一
弟
が
配
一
玄
あ
で

つ2
一

τやあ
に一克児』

α仕成
一

や
た
の
一古
ぱ
当
育
立
一
し
し
れ

児
一
烹
歳
存
な
与

一

妹
え
親
翌
一
玄
お
本
で
一
玄
お
、
ふ
品
幼
一
=
主
三ニ
い

か
一

ヱ

一

一
ウ

一
一

一
一

一

て
り
一
ゐ

ん

一

ん

一

に

し
え
一
お
や

一

さ

一
せ
り

コ
が
一
パ

ち

一
2
父

一
わ
わ

い
J

一
ん

リ

一
呂
け

一
川
汁

ツ
ん
一
阿

あ

一
U
お

一
あ
お

ダ

や
一
ち

ぱ

一
同

一一

巾

一

も
ち

一
あ

お

一
4

一
の

ク
赤
一
ぱ

一一

パ

一
児

ポ

一
一

お

一

パ

一

幼

%

一

%

一

%

一

%

幼
児
と
家
族

l一歳克亡とって、友達が何よリの先生。
~ I ポ クも入れてヱ | |遊びの中で、友達との関係や社会性の手がかり

ー仲間遊びー |
|り を考えます。

1 1 _ .~ .. _ ~_ 家庭では、何にもできないのに、保育所や幼稚悶
幼 1，2/1ニ(1"しちゃっ た… | ~; 11Ji'，， 1 _，... '"" rJ "...::.. :;;.DL ではいろんな事ができます。母親は、わが子の
児1/141 ー お当番ー |手| - P ::::I.，.. 例性や能力 を知リ、それに応じたかかわり方を。
ι11_- ~_ _~ ， 歳未になると来客が多くなリます。お若手さんが
環1%1":お客さ ん |来るとはしゃぎ回る 三歳児。そんな時、母視は
境1""lーほめ方・ しかり方一 |どうすれば・。

1 _ ，~. ~ ~~ ， ~.. ~""l i創J、巡回相談に寄せられた相談の中から、い%1こんなときあんなとき |I _r¥;'. '-;A.e;r:a"~rv.:~ c' Iくつかを専門の先生に答えていただきます。
l ー幼児と環境 E 
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③ 
で
、
統
一
あ
る
行
動
を
と
る
こ
と
。

登
山
計
画
、
装
備
食
料
は
、
最

悪
の
状
態
に
も
対
処
で
き
る
だ
け

の
余
裕
を
も
つ
こ
と
。

④ 

剣
岳
へ
の
登
山
計
画
書
は
条
例

の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
二

O

日
前
ま
で
に
県
公
園
緑
地
課
へ
提

出
す
る
こ
と
。
ま
た
、
所
属
す
る

会
社
、
学
校
等
へ
も
登
山
計
画
書

を
提
出
す
る
こ
と
。

⑤
 い

、
気
象
の
変
化
に
即
応
し
た
行

気
象
情
報
の
入
手
を
確
実
に
行

動
を
と
る
こ
と
。



県
内
平
均
で
五
・
七
%
の
下
落

県
内
ほ
と
ん
ど
の
地
価
下
が
る

高
騰
を
続
け
て
き
た
地
価
が

と
し
の
地
価
公
示
で
初
め
て
下
落
し

大
き
な
話
題
と
な

っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

こ
の
地
価
公
示
後
六
か
月
を
経
過
し

て
、
七
月

一
日
実
施
し
た
地
価
調
査
の

結
果
が

一
O
月

一
日
付
け
の
県
報
で

告
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、

県
内
の
ほ

と
ん
ど
の
地
点
の
地
価
が
前
年
同
期

に
比
べ
て
下
っ

て
お
り
、

県
平
均
で

は
五

・
七
%
の
下
落
を
示
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
用
途
別
に
み
ま
す
と
、
住

居
地
域
は
五

・
五

%
、
商
業
地
域
は

五

・
七
%
、
準
工
業
地
域
は
五

・
二

%
、
工
業
地
域
は
六

・
七
%、

林
地

地
域
は
九
・
四
%
と
そ
れ
ぞ
れ
下
落

し
て
お
り
ま
す
。
本
年

一
月

一
日
現

在
の
地
価
公
示
価
格
の
県
平
均
下
落

率
八

・
一
%
と
比
べ
る
と
、
地
価
調

査
価
格
の
下
げ
幅
は
若
干
小
さ
く
な

っ
て
い
ま
す
が
、
.
地
価
は
依
然
低
迷

し
て
い
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の
理
由
と
し
て
は、

総
需
要
抑

制
策
の
浸
透
に
よ
る
景
気
の
低
退
や

国
土
利
用
計
画
法
に
よ
る
地
価
の
安

定
施
策
が
大
き
な
要
因
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

地
価
調
査
の
ね
ら
い

こ
れ
ま
で
地
価
の
公
表
に

つ
い
て

は
、
地
価
公
示
法
に
基
づ
く
地
価
公

示
価
格
が
唯
一
の
も
の
で
、

一
般
の

土
地
取
引
の
目
安
と
し
て
の
機
能
を

果
た
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
本

県
の
地
価
公
示
地
点
は

一
五
六
点
に

す
ぎ
ず、

し
か
も
都
市
計
画
区
域
内

の
宅
地
お
よ
び
宅
地
見
込
地
に
限
定

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
昨

年

一
二
月
に
施
行
さ
れ
た
国
土
利
用

計
画
法
に
よ
り
都
市
計
画
区
域
に
限

定
せ
ず
、
県
内
全
域
の
宅
地
・

宅
地

見
込
地
お
よ
び
林
地
等
に
ま
で
範
囲

を
広
め
、
キ
メ

の
細
か
い
地
価
調
査

を
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
調
査
の
ね
ら
い

は
二
つ
あ
り

一
つ
は
、
県
内
全
域
に
二
六

ま
す
。

O
の
地
価
調
査
地
点
(
基
準
地
と
い

い
ま
す
)
を
設
け
て
価
格
を
判
定
し

毎
年

一
回
の
公
表
で
県
民
の
皆
さ
ん

に
地
価
水
準
に
つ
い
て
の
正
し
い
知

識
を
も

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

い
ま

一
つは、

国
土
利
用
計
画
法
に

よ
っ
て
土
地
取
引
価
格
の
規
制
を
行

な
っ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
取
引
価
格

が
高

い
か
否
か
を
判
断
す
る
基
準
と

し
て
用

い
る
こ
と
で
す
。

対
象
区
域
お
よ
び
地
点
数

宅
地
に
つ

い
て
は

市
街
化
地
域

で
は
一
平
方
日
当
り
一

地
点、

市
街

た
め
正
常
価
格
よ
り
高
い

価
格
で
取

引
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
逆
に
低
い

価
格
で
取
引
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
標
準
価
格
は
売
り
手
に
も
買

い
手
に
も
か
た
よ
ら
な
い
適
正
な
価

格
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。

標
準
価
格
の
閲
覧
は

公
表
は
県
報
で
行
い
ま
し
た
が、

誰
で
も
各
市
町
村
の
窓
口
で
、
県
報

と
同
じ
内
容
を
記
載
し
た
書
類
と、

基
準
地
の
位
置
を
書
き
こ
ん
だ
地
図

を
み
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

こ
の
書

類
に
は
基
準
地
の
価
格
の

ほ
か
、

基

.準
地
の
形
、
周
辺
の
土
地
の
現
況
、

面
し
て
い
る
道
路
の
状
況、

駅
ま
で

の
距
離
、
都
市
計
画
法
等
に
基
づ
く

6 

化
調
整
区
域
で
は
二

O
平
方
昨日
当
り

一
地
点、

市
街
化
区
域
等
を
定
め
て

制
限
等
に
つ
い
て
も
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

〈左表の凡例〉
住・・-住居地

見・・・宅地見込地

商・・・商業地

準・・・準工業地

エ・・・工業地

調・・・市街化調整

区域内の宅地

林 ・・林I也

い
な
い
市
町
村
で
は
市
は
五
地
点
、

町
は
四
1
五
地
点
、
村
は
三
地
点
の

県
内
地
価
調
査
標
準
価
格
一
覧
ー
ー
入
料
引
け
は
町
村

側
側

m
m…ω…
側
側

m
m卿
m
m…刷
問
削

m
m…側
側

【富山市】
住芝闇町1-5-5
H鹿島町1-1-13
H太郎丸字伊 地 免 割824-17
H 二 口 町 字 作座割 116-7
H赤 田711-2
H堀川町字鳥木割 708-2
11:本郷町字椎木割 281-6
H堀川小泉町2-3-9
11大 泉 東 町2-19-11
H 山室字西田割293-7
H 山室字浦田割244-5
H軟 吉字太曲割297-3
II(I!Jホサ148
111接木字上見割240-5
11新庄新町字庚申164-3
H向新庄64-12
H手屋69-1
H 奥 井町字 四番割25-1
H奥田町字屋敷田割1-6
H下 新北町字早稲田割80-74

14.α)() 
22.α)() 
29.8∞ 
15.6∞ 
14.1∞ 
10.6∞ 
9.5∞ 
5.5∞ 
9.6∞ 
4.5∞ 
28.5∞ 
31.∞0 
7.6∞ 
75.αm 
51. 7∞ 
21.5∞ 
8.5∞ 
10.αm 
7.1∞ 

割
合
で
設
定
さ
れ
計
二
五

O
地
点
。

他
に
林
地

一
O
地
点
が
設
定
さ
れ
て

い
宇
品、す
。

標
準
価
格
と
決
定
の
し
く
み

知
事
は
、
標
準
価
格
の
決
定
に
あ

た
っ
て
、
各
基
準
地
に
つ
い
て
一

人

ま
た
は
二
人
の
不
動
産
鑑
定
士
(補
)

の
鑑
定
評
価
を
求
め
、
そ
の
結
果
を

地
価
調
査
委
員
会
に
審
議
願
い

、
そ

の
意
見
を
聞
い

て
正
し
い
価
格
を
判

定
す
る
し
く
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。

(⑧
地
価
調
査
委
員
会
は
、
土
地
評
価
精

通
者
ま
た
は
土
地
制
度
に
関
す
る
学
識
経

験
者
の
中
か
ら
任
命
し
た
五
名
の
委
員
に

よ
り
構
成
さ
れ
ま
す
。)

公
表
さ
れ
る
標
準
価
格
は
、
専
門

家
の
間
で
「
正
常
価
格
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
現
実
の
取
引
の
場
合
に

は
売
り
手
と
買
い
手
の
双
方
に
さ
ま

ざ
ま
な
事
情
や
動
機
が
あ
り
、
そ
の

21.α)() 
11下 赤江町2丁目字 新栄 54-3 16.8∞ 
H豊田字西田割125-81 16.3∞ 
H 蓮町字百十歩割 746 12.7∞ 
H 森字養寺割960-3 10.6∞ 
H 中田字東亀田町-9 10.9∞ 
H 水橋町中村町字西沼230-1410.200 
H 草島字畑割562-3 7.3∞ 
H 四方二番町39 12.αlO 
H北代字村 巻340-1 10.3∞ 
H 呉羽町字小竹堤3918-107 14.9∞ 
H 呉羽町字山崎5795-14 22.5∞ 
H吉作 字 北 割3∞-2 15.7∞ 
H 安養坊手究懸357-18 20.8∞ 
H 駒見字一 番割349-4 18.400 
H 鴨島字茶木割1437-8 20.8∞ 
見本郷新9 10.∞o 
H小 杉232-1 11.∞O 
H 藤木字 上 見割 232ー1 9.3∞ 
H 犬島字 東 高蓮坊3-1 9.α)() 
商 中央通1-5-9 760.0∞ 
H 桜木町8-4 235.000 
M安住町 7-19 87.∞o 
H牛 島町 11-3 66.α氾
H 北新町1-2-44 86.∞o 
11;泉町2-3-11 45.800 
H五番町3-2 71.∞o 
H 西山王町6-3 61.500 
H 千石町5-2-3 46.5∞ 
H花園町3-2-9 96.∞o 
H 中野新町2-2-13 86.∞o 
H 石金字 代官割 16-14 85.∞o 
H上宮居字大根2-35 15.5∞ 
M 東岩瀬町字新川町312 41.αm 
H 水橋町字大町33 23.200 
H 四方田町19 14.5∞ 
H五 福字オ勝割1922-1 64.5∞ 
準湊入船町66-2 17.∞o 
H塚 原 字 杉本割 130 11.∞o 
H黒 崎字寺田割218-3 17.∞o 
H 荒川字 前田割141-1 39.2∞ 
H 上 宮 居 字苗代176-1 20.000 
H鍋田字江持、割 235-6 13.αm 
H 赤江町 1丁目字大百灯 122-22

13.300 
11.200 
15.300 
6.700 
9.7∞ 
3.450 
4.∞0 
9.8∞ 
2.6∞ 

25.500 
17.5∞ 
15.5∞ 
80.∞0 
30.αm 
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34.2∞ 
12.αxl 
8.300 
95.α氾
9.700 

130 

12.8∞ 
17.αxl 
8.300 
51.000 
9.5∞ 
15.4∞ 
16.8∞ 
13.2∞ 
43.1∞ 
9.400 
370 

13.∞0 
14.500 
11.3∞ 
46.∞0 
23.5∞ 
17.000 
9.100 
5.200 
14.∞0 
23.∞0 
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側

mm一
m
m
m…
招
…
…
州
側
一制

m
m
m剛
一
州
問
問
側
側
…州
側
抑
制

H 上野新字登割50
ヱ新庄字銀 座464-1
胴任海字 株原898-8
H 城村字砂田割68-4
"水橋町専光寺195-2
H 浜黒崎871
H八幡1092-4
H 平岡字 野下 114-1

【高岡市】
住 中川本町446
H蓮花寺101-2
H出来回 114-3
H 清水町3-53-2
H 木 津236
H羽広1-430-2
H あわら町212-2
H宝 町 12-10
11角字宗平51-5
H五福町453-20
H 開発 本町 125-3
H 立野字東筋2756
H 伏木 .古府元町459-3
H伏木一宮i-675-'2 
H 戸出狼字焼野 島 191-1
H 戸 出町5-1785
H 中国字木村4782
見野村815
高末広町989-5
H 丸 の 内89
11:本町321
H伏 木 錦 町14-3
H 戸出町3-2103
H 中田字木村4822-1

13.∞0 
9.7∞ 
8.700 
28.∞0 
8.700 

側

抑

制

抑

制

m
m
m
m
m
m
m

9.500 
4.200 
2.450 
49.αlO 
6.3∞ 
7.100 
4.300 
6.1∞ 
70.αxl 

12.5∞ 
8.900 
7.400 
69.0∞ 
6.∞o 

必
Hτ

4
.

2

-

2
 

6

1

2

1

寸

か

一

目

一

3

一

1

-
1

6

-

3

6

8

1

4

〕
一

6

4

4

T

3

…

】

吋

3

日

野

6
日
4

日

ロ

ロ

↓

9

Z

2

1
紅

臨

回

目】
部

認

L
lp附

9
8
1
己

榔
】
鵡初

町内
H
M

M

四
日
原
羽
目
白
ノ

市

8

字

1

一3
臼
制
問
問
泊
目
腕
態
別

2

m

m
釘
制

1
用
問
ト
組
制
一
山
知
…
心
劃

2
野
市
島
辺
晶
島
田
制

寸
一側

H
4
M
町

五
割
名

町
諏
仰
出
別
一町
一組

2
町
長
中
原
中

ト
ト
町
割

割
瀬
下
町
割
必
↓

3
町
一制
山
一制
印

刷

↓

口

組

問

賄

相

官

寸
8
酬
府
側

9
日

沼

津
一
諮
問

H
一
詮

見
附

町
9

目
前

l
mr
言

問
瑚

部
一
誠
一
一
一
忠
一
一

波
一
語
一一一
一
明
部
務

劃
組
問一一
野
山
鮮
民
有
円

山
諸

官

橋
一一
ト

市
幹
苛
箱
一
草

山
間

9
雨
明

yh早期
制
円

雄官
一判
明
悶
繭
日

田

辺
町
町
田
{子
字
星
野
町
一崎

町

ト

古
湊
町
剖
町
町
字
{
子
江
字
堂
木
堂
本
お
{子
四
沖
字

H

川
町一
{衆
字
泉
字

市

市

新
市
新
野

字
字
{
子
丸
丸
矢
町
町
字
町
動
寺
沢
旬
久
字
山

初

荒

{
子
荒
引
重
明
音
音
字
町

字
字
{
子
一ぬ
字
石
字
奈
{
子
字
坊
原
字
字
{
子
字
U
A

瀬
和
幸
黒
布
団
十
加
江
間
新
幡
町
岡
新
央
町
片
西
井
魚
江
鬼
百
迦
村
音
氷
日
ロ
尾
町
田
方
滑
島
小
原
小
原
泉
日
日
切
日
神
家
砺
村
木
神
郎
郎
小
和
中
沢
福
石
楽
大
附
大
津
木
代
大
室
滝
室
滝
舟
園
生
上
法
法
田
中
杉
折
立
沢
田
口
百
俣
宇
山
見
大
桃
入
膳
野
山
膳
膳
朝

石
昭
美
下
荻
太
五
佐
長
荒
【
八
桜
堀
中
中
港
新
圧
今
【
本
北
住
釈
上
観
【

朝
窪
島
本
柳
脇
【
加
上
菰
下
柳
【
三
三
堀
三
天
田
【
中
杉
中
太
太
【
八
畠
情
西
今
安
【
長
下
笹
八
稲
【
三
上
三
上
【
下
仏
【
横
上
神
西
若
伊
【
米
利
谷
五
日
【
浦
舟
字
字
【
入
上
刑
入
入
【

準
M

M

H

エ
闘
H

H

H

H

住
H

H

商
H
準
H

エ

調

住

H

H
商

準

林

住

H

H
商

準

林

住

H

H
商

準

住

H

H

商

準

林

住

H

H

商

準

住

H

H

商
準
林

往
H

H
商
準

住
H

H
商

調

H

住
H

H

商

準

林

住

M

M

商

準

住

H

H
商

住
H

H

商
準

12.9∞ 
13.8∞ 
8.6∞ 
60.0∞ 
8.6∞ 

140 

3.4∞ 
3.5∞ 
4.900 
28.∞0 
4.800 

12.9∞ 
11.100 
6.∞0 
4.5∞ 
4∞ 

2.3∞ 
1.4∞ 
5.700 

10.5∞ 
12.100 
14.7∞ 
13.500 
5.αxl 
4.α)() 
31.500 
7.300 

15.300 
11.5∞ 
7.200 
25.800 
4.700 

3.400 
2.8∞ 
11.9∞ 
12.800 
11.0∞ 
23.600 
24.500 
6.5∞ 
69.000 

5.7∞ 
1.100 
13.200 

110 

6.2∞ 
4.300 
6.600 

1.400 
460 

1.500 

13.500 
10.8∞ 
9.300 
25.500 

400 

11.∞0 
8.800 
9.5∞ 
37.500 

フ

4.200 
3.950 
4.700 

22.8∞ 
7.300 
4.8∞ 

69.∞0 
10.500 

14.500 
10.700 
17.∞0 
73.0∞ 
11.500 

160 

12.100 
11.8∞ 
8.500 
23.∞o 

8.3∞ 
1.150 
4.8∞ 

住 荒川字狐 角地425
H東草野字島 田80
11横尾字穴下837-8
商 泊字上金菅369
準道 下字殿田847
林 棚山字堤島 382

【八尾町】
住新田字縫殿割149-2
H 黒 田37-2
H福島字上野724
商字東町20叩 -1
準福島字川原279-2

【婦中町】
住速 星958-2
11袋430-1
H塚原字塚 原65-2
見 羽根 175-1
林下瀬字 向山12

【山田村】
住小 島字南前田476
H沼又字大野 426
商揚字謹久保632

【細入村】
住 猪谷字旦暮 927
H片掛 字権現2029
商輸 原字中島1262

【小杉町】
住三 ケ2546
IIp破 字 後宝 1239-2
H戸破 字 神川3584
"三 ケ907-5
11戸破 字若宮3684-1
見三 ケ2760
商三ケ字茶ノ木3285
関下条140-1

【大門町】
住大門字道山115-2
H 二 口字南野割2342-2
H二 口字轟 1145-1
商大 門字長割 160-5
間生 源寺字東島32-3

【下村】
閉 山屋字山屋2387-3
H 摺出寺字村腰 193

【大島町】
住小島58-5
"小島601-2
H小島1070-1

【城端町】
住字西新田町358
H字西上町 460
H字大宮野1109-29
商字西上町504

[平村】
住 上梨字家平615
H 上松尾字酢 梨95
高 下梨字馬駈 場2193-3
林 夏焼字下開地47

【上平村】
住 西赤尾町字村中797-1
H 皆 葎字萩平366-1
商 西赤尾町字村中154-1

【利 賀 村】
住 利賀字上島 190-1
H 高沼字北111354
商 利賀字上島345

【庄川町】
住 青島字権左島472-1
H 金屋字南部町2944
11 金屋字京坂1691-1
商 青島字下川 原77
林 小牧字北牧11-1

【弁 波 町】
住 北川字犬薮289-9
11 LLi見1446
11井波字東町2173-2
商 本町 1-45-1

【井口村1
住 宮 後130
11蛇喰153-1
筒 井口303-1

【福野町】
往・字新田Jl418-1
H 院 林 175
11本江408-12
高 字上町1619-1
準 二 日町字中島1138-3

【福 光 町】
住 字笹塚252-1
H 字五瀬762-1
H 荒木1276-1
商 字本町6906-1
準 字桑木732
林 /川兎瀬見字野地島80

【福岡町]
住 掃部田2070-1
H 福岡字早稲田888-2
H 土屋字八日市島362
商 新町1186

あ
な
た
の
土
地
の
ね
だ
ん
は
:
:
・



5年に限り5.2%→6.2%へ

法人県民税法令禁雪引き上げ
中小法人はすえ置き推移から

富山県の

旅券申請の

法
人
県
民
税
の
税
率

県
で
は
、
九
月
の
定
例
県
議
会
で
富
山
県
税
条
例
の
一
部
改
正
を
行

-
ニwwm
)

に
引
き
上
げ
ま
し
た
。

い
、
法
人
県
民
税
の
法
人
税
割
の
税
率
を
、
六
・
二
%
(
改
正
前
は
五

法
法
人
県
民
税
の
均
等
割
の
税
率
は

こ
と
し
一
二
月
一
日
か
ら
五
年
の
問

人
の
資
本
の
金
額
ま
た
は
出
資
金

に
終
了
す
る
事
業
年
度
介
に
つ
い
て
適
用
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

額
カf

一、

0
0
0万
円
を
超
え
る
法

--J-
，、

φ
l
+
l
t
L
 

一
定
の
要
件
に
該
当
す
る
中
小
法
人
等
に
つ
い
て
は
、
改

。
円
、
そ
の
他
の
法
人
は
年
六

O
O

人

お
よ
び
相
互
会
社
は
年

一、

0
0

正
前
の
税
率
に
す
え
置
く
よ
う
に
所
要
の
措
置
が
講
ぜ
ら
れ
て
い
ま
す
。

法
人
県
民
税
と
は

こ
の
税
は
、
昭
和
二
九
年
に
創
設

さ
れ
た
も
の
で
県
民
税
の
一
つ
で
す
。

県
民
税
と
い
う
の
は
、
地
方
自
治

体
(
県
)
の
行
政
経
費
の
一
部
を
広

イ
ン
フ
レ
・
不
況
の
影
響

こ
こ
に
も

昭
和
二
六
年
の
旅
券
法
改
正
以
来

旅
券
申
請
件
数
は
毎
年
大
幅
な
伸
び

を
示
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
昭

和
四
九
年
か
ら
は
伸
び
悩
み
の
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
原
因
は
オ
イ
ル
シ
ョ

ツ
ク
以
来
の
イ
ン
フ
レ

物
価
高

経
済
不
況
な
ど
で
大
口
の
団
体
旅
行

f
μ
K

つ

ご
Z
品

、

カ
お
，

f

l
・刀

個
人
的
な
旅
行
を

自
粛
す
る
人
が
増
え
た
た
め
と
み
ら

れ
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
今
年
の
申
請
件

数
は
一
万
件

(今
ま
で
の
最
高
は
四

八
年
の
一
一
、
六
五
六
件
)
を
割

り
そ
う
で
す
。
し
か
し
昭
和
四
五
年

一
二
月
か
ら
発
行
さ
れ
た
数
次
旅
券

-(五
年
間
有
効
)
の
効
力
が
き
れ
て
く

る
の
で
、
徐
々
に
再
申
請
す
る
も
の

と
身
、
手
わ
れ
、
全
体
の
件
数
が
大
幅

に
減
る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
。

や
は
り
多
い
観
光
目
的

旅
行
目
的
別
で
み
る
と
、
団
体
旅

行
が
減

っ
た
と
は
い
え
「
観
光
」
目

的
の
人
が
圧
倒
的
に
多
く
、

が
そ
れ
に
次
い
で
い
ま
す
。

渡
航
先
は
、
①
米
国
②
香
港
③
台
湾

「業
務
」

だ
ん
だ
ん
身
近
な
も
の
に
な
り
つ

つ
あ
る
海
外
旅
行
で
す
が
、
こ
れ
に

ど
う
し
て
も
欠
か
せ
な
い
の
が
旅
券

で
す
。
旅
券
は
、
所
持
人
の
国
籍
を

示
す
と
同
時
に
、
外
務
大
臣
が
外
国

の
官
憲
に
対
し
所
持
人
の
保
護
を
依

頼
し
て
い
る
文
書
で
も
あ
り
、
海
外

旅
行
者
に
と

っ
て
最
も
大
切
な
も
の

で
す
。

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

く
多
数
の
住
民
が
負
担
し
、
そ
の
負

法
人
県
民
税
の
法
人
税
割
の
税
率

担
を
通
じ
て
住
民
が
自
治
行
政
に
参

は
、
従
来
は
国
に
納
め
る
法
人
税
額

画
す
る
こ
と
を
意
図
し
た
税
で
す
。

の
五

・
こ
が
れ
で
し
た
が
、
今
回
次
の

そ
し
て
こ
の
な
か
に
、
個
人
に
対
す

よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

る
も
の
と
法
人
に
対
す
る
も
の
と
が

あ
り
ま
す
。

税
率
改
正
の
内
容

個
人
に
対
す
る
も
の
に
は
均
等

の
額
に
よ
っ
て
課
税
す
る
も
の

(均

法
人
県
民
税
の
法
人
税
割
の
税
率

等
割
と
い
い
ま
す
)
と
所
得
に
応
じ

を
一
軒
引
き
上
げ
て
、
法
人
税
額
の

て
課
税
す
る
も
の
(
所
得
割
と
い
い

六

・
こ
が
れ
と
し
ま
し
た
。

ま
す
)
が
あ
り
、
こ
れ
を

《個
人
県

一
方
、

た
だ
し
、
資
本
の
金
額
ま
た
は
出

民
税
》
と
呼
ん
で
い
ま
す
。

資
金
額
が
一
億
円
以
下
で
、
か
つ、

法
人
に
対
す
る
も
の
に
も
均
等
の
額

法
人
税
額
が
年
四

O
O万
円
以
下
の

に
よ
っ
て
課
税
す
る
も
の
(
均
等
割

法
人
に
つ
い
て
は
、
そ
の
経
営
基
盤

と
い
い
ま
す
)
と
国
へ
納
め
る
法
人

や
税
負
担
能
力
な
ど
を
勘
案
し
て
、

税
額
に
応
じ
て
課
税
す
る
も
の
(
法

現
行
税
率
(
法
人
税
額
の
五
・
こ
が
れ
)

人
税
割
と
い
い
ま
す
)
が
あ
り

に
す
え
置
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

れ
を
《
法
人
県
民
税
》
と
呼
ん
で
い

下
表
に
計
算
例
を
示
し
て
お
き
ま

ま
す
@

し
た
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

県内の旅券申請統計

日刊年
的
年

)内は前年比

同刊年
灯
年

49年(1'"'-'9月)と50年(1'"'-'9月)の比較

49 年 50 年

申請件数 7，629f牛 7，'096件

l回旅券 3，283 2，869 

内

数次旅券 4，236 4，098 

訳

その他 110 129 

観 光 6，807 6，500 
j度

内主
業 務

目 586 342 

的
その他 236 254 

④
韓
国
⑤
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
続
き
、
や
は

り
今
年
も
新
婚
旅
行
の
メ

ッ
カ
(
ハ
ワ

イ
・グ
ア
ム
)
を
ひ
か
え
た
米
国
が
他
を

引
き
離
し
そ
う
で
す
。
か
つ
て
の
ナ

ン
バ
ー
ワ
ン
時
国
は
、
政
情
不
安
が

μ響
し
て
か
ぐ
ー
ん
と
落
ち
込
み
、

旅
券
発
給
シ
ス
テ
ム
が

厳
密
に
な
り
ま
し
た

ま
た
反
日
運
動
が
起
き
た
タ
イ
も
減

少
、
全
体
と
し
て
は
、
画
一
化
さ
れ

た
パ
ッ

ケ
ー
ジ
ツ
ア

ー
か
ら
パ
ラ
エ

テ
ィ
に
富
ん
だ
も
の
へ
と
移
り
変
わ

り
つ
つ
あ
リ
ま
す
。

(計算例)

法人税額 法人税曾l額 法人税額 法人税制額

(例1)資本の金額又は出資金額が|憶 現行→改正 (例2)資本の金額又は出資金額が|億 現行→改正

円を超える場合 (増差額) 円以下の場合 (増差額)

(イ)資本の金額又は出資金額15，000万円 624千円→744千円 付)資本の金額又は出資金額 9，500万円 268千円→320千円

所得金額 3，000万円 12，000千円
(5.2%) (6.2%) 

所得金額 1，500万円 5，160千円
(5.2%) (6.2%) 

(120千円) (52千円)
の場合 の場合

(ロ)資本の金額又は出資金額25，000万円 104千円→124千円 (ロ)資本の金額又は出資金額 1，500万円 123千円→123千円

所得金額 500万円 2，000千円
(5.2%) (6.2%) 

所得金額 800万円 2，360千円
(5.2%) (5.2%) 

( 20千円)
は従来通(一り一5.2一%と)なりまの場合 の場合 この場合の税率

B 

今回の改正で法人税割額は次のように変わります

、全法人に適用される平均的な税率で試算したものです。

2. r所得金額」とは、法人税の課税対象所得金額です。

50年 (1 ~9月)の主な渡航先国
(総数7.096件)

9 

193件=

(2.7%) 

最
近
、
旅
券
の
不
正
取
得
に
よ
る

事
件
が
相
次
い
だ

こ
と
か
ら
、
今
年

三
月

一
日
か
ら
旅
券
発
給
シ
ス
テ
ム

が
厳
密
に
な

っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ま

で
の
旅
行
業
者
の
代
理
申
請
な
ど
も

認
め
ら
れ
な
く
な
り
、
本
人
申
請

・

受
領
に
限
り
ま
す
。
詳
し

い
こ
と
は

県
庁
総
務
部
総
務
課
ま
で
お
問
い
合

せ
下
さ
い
。

(
8
0
7
6
4
・
出
・

4
1
1
1
内
線

3
3
5
・
4
5
8
)



空から拝見

〔大門町】

射
水
郡
の
西
南
部
に
位
す
る
。
近
世
、
北
陸
道
の
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、
遡
っ
て
は
奈
良

朝
期
、
東
大
寺
墾
田
と
し
て
開
発
さ
れ
た
古
い
歴
史
を
も
っ
。

高
岡
市
と
境
し
、
町
中
央
部
を
庄
川
、
和
田
川
が
流
れ
、
上
流
の
多
目
的
ダ
ム
か
ら
引
か

れ
た
二
つ
の
用
水
が
、
町
内
は
も
と
よ
り
射
水
平
野
全
域
を
潤
し
て
い
る
。

ま
た
、
本
町
の
道
路
網
の
発
達
は
著
し
い
。
富
山
・
高
岡
両
市
を
結
ぶ
都
市
計
画
道
路
、

中
老
田

i
高
岡
線
。
町
南
端
を
走
る
北
陸
自
動
車
道
。
近
く
こ
の
小
杉
ー
・

C
か
ら
高
岡
市

に
通
ず
る
路
線
も
計
画
さ
れ
、
さ
ら
に
は
、
中
央
サ
イ
ク
リ
ン
グ
口
l
ド
が
町
中
央
部
を
東

西
に
横
断
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

庄
川
に
架
か
る
大
門
、
南
郷
の
二
大
橋
を
経
て
高
岡
市
と
至
近
距
離
に
あ
る
大
門
町
は
、

岡
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
の
発
展
も
目
ざ
ま
し
く
、
町
政
の
指
標
と
す
る
「
美
し
い
自

然
と
整
備
さ
れ
た
環
境
の
き
れ
い
な
住
み
よ
い
町
」
づ
く
り
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
。



-
匂
と
し
の

可
能
な
か
ぎ
り
機
械
除
雪
に
頼
ら
ざ

吋道路の拡幅に威力 ゼ発揮するスノーロー ダー

各土木事務所に 1-2台が配置されている

今
冬
は
グ
里
雪
型
d

の
予
報

大
雪
が
心
配
さ
れ
ま
す

さ
れ
ま
し
た
。

十
月
下
旬
、
こ
の
冬
は
か
里
雪
型
。
と
、
大
雪
の
予
報
が
富
山
地
方
気
象
台
か
ら
発
表

一
昨
年
と
、
例
年
に
比
べ
降
雪
の
多
い
年
が
続
き
ま
し
た
。

こ
と
し
も
、
前
半

は
冬
型
の
気
圧
配
置
が
強
ま
り
、
海
岸
地
方
や
平
野
部
に
多
く
降
る
、

い
わ
ゆ
る
。
里
雪

型
。
の
予
報
と
な
旬
、
昭
和
三
十
八
年
の
豪
雪
時
や
昨
年
の
冬
の
気
象
に
似
て

い
る
と
の

昨
年

こ
と
で
す
。

県
に
お
い
て
も
冬
将
軍
に
備
え
、
急
い
で
除
雪
機
械
の
整
備
を
進
め
ま
し
た
。
県
の
除

雪
計
画
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

る
を
え
ま
せ
ん
。

市
町
村
道
と
の
連
絡
道
路
③
物
資
の

輸
送
、
民
生
の
安
定
な
ど
地
域
の
生

ま
す
が
、
状
況
に
よ

っ
て
は
一
車
線

と
し
、
所
々
に
待
避
所
を
設
け
る
な

除
雪
延
長
四
七
・
ニ
J
増

ニ
車
線
の
幅
員
確
保

活
道
路
と
し
て
重
要
な
路
線
ー
ー
の

三
つ
に
つ
い
て
、
交
通
量
、
道
路
状

況
な
ど
を
考
え
て
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、

ど
、
交
通
の
安
全
を
図
る
予
定
で
す
。

ス
ノ
ー
ポ

l
ル
の
設
置
、
運
搬
排

台
以
上
の
交
通
量
の
あ
る
道
路
に
つ

い
て
、
二
車
線
以
上
の
幅
員
確
保
が

で
き
る
よ
う
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
県
内
五
か
所
の
観
測
点
で
豪

雪
基
準
に
達
す
る
よ
う
な
異
常
時
に

も
、
降
雪
か
ら
五
日
以
内
に
二
車
線

県
で
は
十
一
月
に
道
路
除
雪
計

画
を
立
て
、
除
雪
用
グ
レ
ー
ダ
ー
や

除
雪
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
の
一
部
を
更
新

除
雪
能
力
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
除
雪
延
長
(
除
雪
計
画
道
路
の

長
さ
総
計
)
を
去
年
よ
り
四
七
・
二

J
増
や
し
、
県
の
管
理
道
路
の
八

O

が
れ
が
除
雪
計
画
路
線
に
な
っ
て
い
ま

す
。

日

一、

0
0
0

雪
の
迅
速
化
、
除
雪
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

除
雪
パ
ト
ロ
ー
ル
の
駆
使
な
ど
に
よ

り
、
有
効
適
切
な
除
雪
作
業
を
進
め

ま
す
。

o 

【里
雪
}
日
本
海
側
の
豪
雪
の
降
り
方
に

は
二
つ
の
型
が
あ
り
ま
す
。
ひ
と
つ
は

か
山
雪
。
で
、
大
陸
か
ら
の
季
節
風
が
強

ま
っ
た
と
き
に
お
こ
り
ま
す
。
今
冬
に

予
想
さ
れ
る

H

里
雪
。
は
、
季
節
風
が

弱
ま
り
、
海
岸
付
近
に
部
分
的
に
前
線

が
で
き
た
と
き
に
見
ら
れ
る
降
り
方
で

す。

新雪 を早急 に取り除くため

線 へ出動するグレーすー

冬
で
も
活
動
型
の
県
民
生
活

道
路
の
新
設
、
拡
幅
、
舗
装
な
ど

道
路
網
の
整
備
が
進
む
と
と
も
に
、

自
動
車
輸
送
に
よ
る
産
業
活
動
が
広

域
で
活
発
に
な
り
、
冬
期
聞
の
県
民

。

来
年
三
月
ま
で
対
策
本
部
設
置

以
上
の
除
雪
目
標
達
成
の
た
め
、

今
月
一
日
、
県
に
除
雪
対
策
本
部
を

置
き
ま
し
た
。
来
年
三
月
三
二
日
ま

で
、
国
道
関
係
機
関
、
市
町
村
、
民

問
、
気
象
台
な
ど
と
密
接
な
連
絡
を

と
っ
て
除
雪
対
策
を
進
め
て
い
き
ま

す

除
雪
作
業
に
ご
協
力
を

除
雪
を
効
果
的
に
行
う
た
め
、
県

を
確
保
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

一
日
五

O
O台
か
ら
一
、

0
0
0

い
し
ま
す
。

こ
の
除
雪
計
画
は
、
①
県
内
の
主

要
幹
線
道
路
を
主
体
に
、
②
国
道
、

民
の
皆
さ
ん
に
は
次
の
こ
と
を
お
願

台
の
交
通
量
の
あ
る
道
路
に
つ
い
て

も
二
車
線
の
幅
員
確
保
を
原
則
と
し

雪
お
ろ
し
の
後
始
末
を
十
分
に

377 

447 

年度別県内5観測l点平均降雪量

674 

206 

仁ゴ初雪カら3月末までの
降雪置累計

医璽最大積宮深

430 

700 

600 

500 

40 

300 

市
街
地
や
人
家
の
除
雪
は
、
交
通

上
は
も
ち
ろ
ん
、
治
安
、
消
防
上
か

ら
も
極
め
て
重
要
で
す
。

100 

屋
根
の
雪
お
ろ
し
の
後
始
末
が
不

十
分
で
す
と
、
除
雪
機
械
や
消
防
車

が
動
け
な
く
な
り
ま
す
か
ら
、
市
町

村
の
指
導
の
も
と
に
組
織
的
に
後
始

末
す
る
な
ど
ご
協
力
下
さ
い
。

路
上
駐
車
・
路
上
放
置
を

し
な
い
よ
う
に

路
上
駐
車
や
障
害
物
の
路
上
放
置

生
活
の
態
様
も
、
戦
前
の
備
蓄
龍
城

型
か
ら
活
動
型
へ
と
大
い
に
変
っ
て

き
て
い
ま
す
。

自
分
の
車
を
も
っ
人
が
増
え
、
通

勤

・
通
学
の
範
囲
も
広
く
な
っ
て
い

る
今
日
、
生
産
活
動
の
み
な
ら
ず
県

民
生
活
全
般
の
安
定
を
図
る
う
え
か

ら
も
、
除
雪
に
よ
っ
て
道
路
交
通
を

確
保
す
る
こ
と
が
冬
期
間
の
重
要
な

課
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

機
械
除
雪
が
主
力

降
雪
地
帯
の
理
想
的
な
道
路
対
策

と
し
て
、
現
在
ロ

l
ド
ヒ

l
テ
ィ
ン

グ
、
消
融
雪
パ
イ
プ
の
設
置
に
よ
る

道
路
の
無
雪
化
が
考
え
ら
れ
、
県
内

に
も
そ
の
数
が
増
え
て
い
ま
す
。
し

か
し
こ
の
種
の
施
設
は
、
電
力
、
地

12 

下
水
等
を
利
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
た
め
場
所
的
、
資
源
的
に
限
界
が

あ
り
、
ま
た
工
事
費
、
維
持
管
理
費

が
高
つ
く
な
ど
、
普
及
に
は
ま
だ
ま

だ
問
題
が
あ
り
そ
う
で
す
。

他
の
消
融
雪
装
置
の
場
合
も
い
ろ

い
ろ
な
必
要
条
件
が
あ
っ
て
、
県
内

ど
こ
で
も
普
及
と
い
う
わ
け
に
は
い

か
な
い
現
状
で
す
。

こ
の
た
め
、
生

活
に
密
着
し
た
道
路
交
通
の
確
保
は

除
雪
作
業
は
夜
間
が
多
い
寒
さ
と
睡
眠

不
足
と
の
た
た
か
い
だ
積
雪
量
を
測

る
職
員
の
表
情
も
厳
し
い

は
、
雪
を
か
ぶ
る
と
わ
か
り
に
く
く

な
り
ま
す
。
除
雪
機
械
な
ど
の
さ
ま

13 

た
げ
に
な
り
車
も
損
傷
し
ま
す
の
で

車
庫
や
適
当
な
空
地
に
置
い
て
下
さ

歩
道

・
側
溝
の
自
発
的
除
雪
を

側
溝
や
沿
道
用
水
な
ど
は
、
流
雪

溝
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。
町
内
協

力
で
、
計
画
的
な
排
雪
を
お
願
い
し

ま
す
。

ま
た
歩
道
の
除
雪
は
、
残
念
な
が

ら
ま
だ
よ
い
機
械
が
開
発
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
機
械
除
雪
が

で
き
ま
せ
ん

の
で
、
皆
さ
ん
の
自
発
的
な
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。



買物のポイントは

¥ 
届園田醐~.，

消費生活センターで聞かれるくらしの一日教室

要らなくなっ た布 きれ からこんなものが作れます

(み んなの消費生活展で)

ら
に
な
る
か
を
た
し
か
め
て
お
か
な

いス必
たに要
のつな
でいサ
すて|

グ〉ビ

請ス
求以
も外
含の
まサ
れ|

てビ

か
っ
た
た
め
に
起
き
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
と
は
ち
ょ

っ
と
違
い

ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
例
も
あ
り
ま

す
。

こ
れ
は
、
も
ち
ろ
ん
依
頼
に
便
乗

し
た
業
者
に
非
が
あ
り
ま
す
が
、

C

さ
ん
に
も
事
前
の
交
渉
に
手
ぬ
か
り

が
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。

みまド
てしで C
ぴた乗さ
つが 用ん
〈 、車は

り後の
し日オあ

オまそイる
イしのル石
ルた請交油
交 。 求換ス

換 書をタ
に をしン

こ
の
二
仲
か
ら
み
て
も
、
事
前
に

契
約
内
容
を
よ
く
確
か
め
る
必
要
が

請
求
書
に
は

あ
り
ま
す
。

山本市
z
ヨvae

Jμ 
景品表示法に違反している不当表示については、消費者などから

の申告と、公正取引委員会・都道府県自身の発見の両方によって調

査を開始し、明らかに法律違反であるときは、拶除命令を出し、表

示をやめさせた η、訂正させたりします。 このほかに、消費者に誤

解を与えるような表示については、その表示を訂正するよう「警告」

吋旨示」します。

ウソや誇大な表示をすると

こうして排除される・・・

現
代
社
会
は
、
豊
富
に
生
産
さ
れ

る
品
物
に
と
り
固
ま
れ
て
お
り
、
私

た
ち
は
、
そ
れ
ち
を
購
入
し
消
費
す

る
こ
と
に
よ
り
毎
日
の
生
活
を
送
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。

し
か
し
ほ
と
ん
ど
と
い
っ
て
い
い

く
ら
い
、
こ
れ
ら
の
品
物
に
つ
い
て

誰
が
ど
ん
な
材
料
で
、
ど
ん
な
作
り

方
で
作
っ
た
か
を
知
ら
な
い
で
買
物

を
し
て
い
ま
す
。

一
般
的
に
、
物
を
生
産
す
る
立
場

の
事
業
者
と
、
買
う
立
場
の
消
費
者

と
の
間
に
は
、
情
報
、
資
金
、
技
術

な
ど
の
面
で
格
差
が
あ
り
、
消
費
者

は
ど
う
し
て
も
不
利
に
な
り
が
ち
で

す
。
こ
こ
に
、
近
年
ク
ロ
ー
ズ
ア

ッ
プ

さ
れ
て
い
る
消
費
者
問
題
の
根
源
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
問
題
を
解
決
し
、
豊

か
で
安
全
な
消
費
生
活
を
送
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う

一
方
で
は
事
業
者

に
対
し
て
規
制
を
加
え
た
り
基
準
を

設
け
る
と
と
も
に
、
他
方
で
は
消
費

者
に
対
し
て
消
費
者
教
育
を
行
っ
た

り
、
苦
情
の
あ
っ
旋
を
す
る
な
ど
の

消
費
者
行
政
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
が
毎

日
の
消
費
生
活
を
送
る
う
え
で
心
が

表
示
を
よ
く
み
て
買
物
を

三てつ
カ込いた D
旦まとさ
削しこん
品たろが
室 。 、 ーギ

安製黒ヨ
V 造いウ
EE 日カザ
12 をビの
「みが皮
ζ る生を
九とえ買

買
う
と
き
に
製
造
日
の
表
示
を
み

て、

販
売
庖
の
品
質
管
理
に
注
意
を

促
す
こ
と
が
で
き
た
は
ず
で
す
。

表
示
に
は
、

法
律
で
義
務
づ
け
ら

れ
た
も
の
、
業
界
の
自
主
的
な
も
の

な
ど
が
あ
り
ま
す
が
、

購
入
の
指
針

と
し
て
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

あ
き
ら
め
な
い
で
相
談
を

も
し
消
費
生
活
上
の
問
題
が
生
じ

た
と
き
は
、

運
が
悪
か
っ
た
と
か
仕

方
が
な
い

と
あ
き
ら
め
な
い
で
、
次

の
と
こ
ろ
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。
専

門
的
な
立
場
か
ら
相
談
や
苦
情
処
理

に
応
じ
て
い
ま
す
。

O
富
山
県
消
費
生
活
課

2
0
7
6
4
・
M
U

・
4
1
1
1

内
線
4
6
4

O
県
民
会
館
内
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

包

0
7
6
4
・詑

・
9
2
3
3

け
て
い
た
だ
き
た
い
こ
と
を
、
県
に

寄
せ
ら
れ
た
苦
情
を
例
に
お
知
ら
せ

'
し
斗
手
1
し
ょ
、
っ
。

信
用
で
き
る
后
で
買
物
を

A
さ
ん
は
、
見
知
ら
ぬ
人
か
ら
一

「
市
価
七
万
円
の
オ
|
ス
ト
リ

ツ

一

一
チ
(
だ
ち
ょ
う
)
の
ハ
ン
ド
パ
ッ
一

一
グ
を
三
万
円
で
ど
う
か
」
と
売
り
一

一
つ
け
ら
れ
ま
し
た
。
実
は
、
こ
れ
一

一
は
市
価
三
千
円
程
度
の
合
成
皮
革
一

一
の
も
の
で
し
た
。

最
近
、
こ
う
し
た
訪
問
販
売
や
特

殊
販
売
で
被
害
を
、
つ
け
る
人
が
多
く

実態を隠したモニター募集型の

訪問販売は許されない・..

な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

買
物
は
信
用
の
で
き
る
唐
で
、
品

物
を
十
分
に
吟
味
し
て
買
う
こ
と
が

大
切
で
す
。

事
前
に
十
分
た
し
か
め
て

買
物
を

B
さ
ん
は
、
外
国
み
や
げ
の
蛇
一

一
皮
を
、

専
門
屈
で
財
布
に
加
工
し

一

一
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
加
工
貨
の
一

一
請
求
が
三
万
円
も
き
た
の
で
び

っ

一

一
く
り
し
ま
し
た
。

」
れ
は

-
中
小
企
業
の
み
な
さ
ん
へ

事
前
に
加
工
賃
が
い
く

訪問販売には、アンケート募藁とか、モニターになってくれ式な

どのセールス方法があります。モニターを気やすく引き受けた合と

有司1]益な条件の約款を押しつけられるなどのことのないよう消費者

の注意がt必要です。

また、雑誌などの通信販売などにも、商品現物とちがう写真や架

空の市価をのせて、安ものを垂伝送してくる悪質な例があります。

小
口
事
業
資
金
の

あ
っ
せ
ん
保
証
融
資

」
の
融
資
は
、
県
と
市
町
村
が

体
と
な
っ
て
原
資
を
金
融
機
関
に
預

託
し
、
信
用
力
、
担
保
力
の
乏
し
い

小
規
模
事
業
者
が
小
口
事
業
資
金
融

資
を
受
け
や
す
く
す
る
も
の
で
す
。

融
資
あ
っ
せ
ん
申
込
先
は
、
最
寄

り
の
市
町
村
商
工
担
当
課
ま
た
は
商

工
会
・
商
工
会
議
所
と
な
っ
て
い
ま

す
の
で
、
ご
相
談
下
さ
い
。

融
資
条
件
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。

融
資
対
象
者

従
業
員
二

O
人
(
商
業
・
サ
ー
ビ

ス
業
は
五
人
)
以
内
の
小
規
模
事
業

卓司
賢
い
消
費
者
に

な
り
ま
し
ょ
う

県
で
は
、
消
費
者
が
消
費
生
活
上

の
正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、

暮
ら
し
の

一
日
教

融
資
条
件

事
業
資
金

ω資
金
使
途

ω融
資
限
度

ω融
資
期
間

凶
融
資
利
率
‘

同
担
保
等

三
O
O万
円

三
年
以
内

年
七
・
五
%
以
内

原
則
と
し
て
無
担
保
で

す
。
ま
た
、
従
業
員
五
人
(
商

業
・
サ
ー
ビ
ス
業
は
二
人
)
以

内
の
場
合
で
、
信
用
保
証
協
会

の
保
証
残
高
が
二

O
O万
円
を

超
え
る
こ
と
と
な
ら
な
い
と
き

は
、
保
証
人
も
不
要
で
す
。

ω信
用
保
証

会
の
保
証
が
必
要
で
す
。
(
保
証

す
べ
て
信
用
保
証
協

料
率
は
年

0
・
六
%
や

14 15 

室
な
ど

の
消
費
者
講
座
、
移
動
消
費

生
活
セ
ン
タ
ー
明
る
い
暮
ら
し
号
に

よ
る
巡
回
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
消
費

者
教
育
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
積
極
的
に
利
用
し
て

賢
い
消
費
者
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
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家事用電気・ ガス器具

(IC間 世帯当た町田所有数量)

うつりかわり

全国消費実態調査の結果から

図 4-
家
事
用
電
気
・
ガ
ス
器
具
等

|

|
台
所
器
具
大
幅
に
増
加
|

|

ガ
ス
湯
わ
か
し
器
、
ス
テ
ン
レ
ス

流
し
台
、
ミ
キ
サ
ー
・ジ
ュ

ー
サ
ー
は

一、

0
0
0世
帯
当
た
り
六
六
八

(
九
二

・
五
軒
増
)
、
九
六
六
(
八
八
・

七
軒
増
)、
四
四
四
(
七
五
・五
軒
増
)

と
昭
和
四
十
四
年
に
比
べ
著
し
く
伸

び
、
ガ
ス
レ
ン
ジ
も
四
二
三
と
か
な

り
の
普
及
ぷ
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
オ
ー
ブ
ン
は
一
、

0
0
0世
帯

当
た
り

二
ハ
一

で
全
国
平
均
を
や
や

下
回
っ
て
お
り
、
普
及
途
上
に
あ
る

も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

一
方
、
電
気
冷
蔵
庫

・
掃
除
機
・

洗
た
く
機
は
ほ
ぼ
全
世
帯
に
普
及
し
、

伸
び
率
は
小
さ
く
な
り
ま
し
た
。

今
回
は
、
皆
さ
ん
の
家
庭
に
お
け

る
耐
久
消
費
財
の
保
有
状
況
や
そ
の

増
減
に
つ
い
て
御
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

昨
年
の
九
1
一一

月
に
国
が
皆
さ
ん

の
家
庭
の
御
協
力
を
得
て
実
施
し
た

全
国
消
費
実
態
調
査
の
結
果
か
ら
富

山
県
の
勤
労
者
世
帯
へ
約
四

O
O世

帯
)
に

つ
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す

n

な
お
、
全
国
消
費
実
態
調
査
は
、

昭
和
三
十
四
年
か
ら
五
年
ご
と
に
行

わ
れ
、
四
十
九
年
は
四
回
目
の
調
査

で
す
。

家具類

(1000世帯当たりの所有数量)

図 1
4，000 

3，000 

軸

-
教
養
娯
楽
器
具

l
lカ
ラ
ー
テ
レ
ビ
は
五
年
間
で
四

倍
、
ほ
ぽ
行
き
わ
た
る
。
ピ
ア

ノ
は
増
加
、
オ
ル
ガ
ン
は
減
少

五
年
前
に
は
、
一

、
0
0
0世
帯

当
た
り
二
六
二
で
あ
っ
た
カ
ラ

l
テ

レ
ビ
は
昭
和
四
十
九
年
に
は
四
・
一

倍
の
一
、

O
八
五
と
な
り
、
め
ざ
ま

し
い
普
及
を
と
げ
本
県
の
全
世
帯
に

ほ
ぽ
行
き
わ
た
り
ま
し
た
。
そ
の
反

面
、
白
黒
テ
レ
ビ
は
五
四

・
七
軒
と

大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ピ
ア
ノ
は
普
及
率
は
小
き

い
も
の
の
著
し
く
増
加
し
た
反
面
、

オ
ル
ガ
ン
は
若
干
減
少
ぎ
み
で
、
五

年
の
聞
に
消
費
者
の
選
択
が
ピ
ア
ノ

の
方
へ
と
移
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
ラ
ジ
オ
、
カ
メ
ラ
は

ほ
ぽ
全
世
帯
に
行
き
わ
た
り
、
テ
ー

プ
レ
コ
ー
ダ
ー
、
ス
テ
レ
オ
は
普
及

図5 教養鋲楽器具

(I00HI・白，仰の踊賓館量

szリ
崎
ミ
リ

コ
ル
フ
h

b

p

ピ
ア
ノ

河
ル
カ

'
A

・
55
レ
埠

白
鳳
テ
レ
ヒ

，tプ
レ
コ
ー
ダ

n
J
'
 

m-?
テ
レ
ヒ

。

-
家
具
類

|

|
洋
風
家
具
類
の
増
加
続
〈
|

|

家
具
の
所
有
状
況
を
昭
和
四
十
四

年
と
比
べ
る
と
、
応
接
セ

ッ
ト
、
べ

ッ
ド
、
じ
ゅ
う
た
ん
、
食
堂
セ

ッ
ト

な
ど
洋
風
家
具
の
増
加
率
が
依
然
と

し
て
高
く
、
全
国
平
均
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。

そ
の
内
訳
を
み
る
と
、
応
接
セ

ッ

ト
の
一
、

0
0
0
世
帯
当
た
り
所
有

数
量
は
四
九
六
で
四
四
年
に
比
べ

一二

・

o
r増
、
ベ
ッ
ド
は
五
二

O

で
九
九

・
二
軒
増
、
じ
ゅ
う
た
ん
は

一
、
コ
二
二
で
九
四

・
一
軒
増
、
食

堂
セ

ッ
ト
は
六

一
七
で
八
九

・
八
軒

増
と
な
っ
て
お
り
、
所
有
数
量
で
は
、

ベ
ッ
ド

食
堂
セ
ッ
ト

鏡
台

腰
出
世
机

じ
ゅ
う
た
ん

洋
服
だ
ん
す

食
器
戸
棚
・
サ
イ
ド
ポ
l
ド

座
卓
・
食
卓

本
棚
・
木
箱

和
だ
ん
す
・整
理
だ
ん
す

2，000 

1，000 

図 6 自動車・集物周

2醐 J (1聞 包碕町一句の柄宥総量)

u
h

，m-
A
A
y
e
タ
4
方

g
&『
ハ
イ

‘
鯛省皐

夫
人
間
白
色町
車

。

率
を
高
め
ま
し
た
。

-
自
動
車

|

|
自
動
車
は
二
世
帯
に
一
台
|

|

自
家
用
自
動
車

(ラ
イ
ト
バ

ン
を

除
く
)
の
一
、

0
0
0世
帯
当
た
り

の
所
有
数
量
は
五
二
六
で
、
お
お
む

ね
半
数
の
世
帯
で
自
動
車
を
所
有
し

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
昭
和
三

十
九
年
に
は
一
、

0
0
0世
帯
当
た

り
二
一
に
対
し
四
十
四
年
に
は
七
倍

の
二
ハ
三
と
増
加
し
、
今
回
は
三
・

二
倍
の
五
二
六
と
、
伸
び
率
、
所
有
数

と
も
に
全
国
平
均
(
伸
び
率
二
・
七

倍
、
一
、

0
0
0世
帯
当
た
り
一
二
八

六
)
を
か
な
り
上
回
っ
て
い
ま
す
。

-
そ
の
他

|

|
電
話
五
年
間
で
約
三
倍
|

|

電
話
の
所
有
状
況
を
み
る
と
一
、

0
0
0世
帯
あ
た
り
八
八
五
で
、

四

十
四
年
の
=
二

七
に
比
べ
一
八

o
r

と
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

;令 ・暖房器具

(1∞0世帯当た円の所有数量)

パ
ネルヒーター

図 3 49年燃料別ストーブの所有数畳 (構成比)
石
段

ガス 電気書
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石
炭
・
薪
炭
ス
ト
ー
ブ

セ
ン
ト
ラ
ル
ヒ

l
テ
ィ
ン
グ

ガ
ス
ス
ト
ー
ブ

ルームタ
l
ラ
l

電
気
ス
ト
ー
ブ

電
気
毛
布

石油
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70.3'唱
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図 2

3叫 44年

j j ~'"年

電
気
-
-
た
つ

扇
風
機

石
油
ス
ト
ー
ブ

nu 

1，000 

国

県

山

令
J

富

ベ
ッ
ド
を
除
き
い
ず
れ
も
全
国
平
均

く
、
家
庭
に
お
け
る
暖
房
器
具
の
主

を
上
回
っ
て
い
ま
す
。

役
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

-
冷
・
暖
房
器
具

そ
の
ほ
か
で
は
電
気
毛
布
も
二
三

16 

ー
ー
ー
冬
は
石
油
ス
ト
ー
ブ
、
夏
は
扇

三
軒
増
で
、
所
有
数
が

一、

0
0
0

風
機
が
主
役
|

|

世
帯
当
た
り
一
、

一
O
九
と
急
激
に

暖
房
器
具
を
昭
和
四
十
四
年
に
比

べ
る
と
ス
ト
ー
ブ
類
で
は
電
気
ス
ト

ー
ブ
(九
六

・
五
軒
増
)
・
石
油
ス
ト

ー
ブ
(六
七

・
九
切れ
増
)
が
四
十
四
年

の
増
加
率
に
引
続
き
高
く
な
っ
て
い

ま
す
が
、
ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
は
四
十
四

年
よ
り
二
二
・
七

rも
減
少
し
た
の

増
え
た
の
が
注
目
さ
れ
ま
す
。

次
に
冷
房
器
具
を
み
る
と
、
四
十

九
年
の
夏
の
ル
ー
ム
ク
ー
ラ
ー
は
四

が
目
立
ち
ま
す
。

十
四
年
の
七
倍
と
な
り
著
し
い
増
加

を
示
し
た
も
の
の
、
所
有
数
は
一
、

0
0
0世
帯
当
た
り
一
七

O
と
、
こ

れ
か
ら
の
感
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
扇
風
機
は
四
十
四
年
に
比

一
方
、
電
気
こ
た
つ
も
増
加
率
は

べ
増
加
率
こ
そ
低
下
し
た
も
の
の
四

一
・
四
行
の
増
加
で
一
、

0
0
0世

前
回
よ
り
小
さ
く
な
っ
た
も
の
の
保

有
数
で
は
ス
ト
ー
ブ
の
一

、
0
0
0世

帯
当
た
り
二
、
一

O
七
に
次
い
で
多

帯
当
た
り
一
、
六
二
九
と
夏
の
主
役

の
座
を
守
っ
て
い
ま
す
。

富山市の品目別価格(10月分)

抗z 目 鋭I 車内 斗1イすー
佃i-t各 9月からみ 日目 章名 中丙 ljiイ立; f(m円If25) た9月上昇か砕ら彩み。(円) た上1f.J-l幸毛11)

食パン 普通品 1 kg 271 O み そ 並、袋入(lkg入) l袋 228 。
艮ラHー!市メン 即席中華めん袋入り 100g 47 011 ?f少 キ唐 上自 1 kg 291 。
あ じ まあじ丸(長さ約15cm以上) 100g 87 ム2.2 レモン 1個約110g、「サンキスト」 1 kg 1，155 ム10.5

さ ば 丸(長さ約25cm-35cm) 100g 34 0 バナナ 1 kg 197 18.0 

し、 台、 するめいか 100g 69 9.5 ちり紙 白ちり 3号、クレープ付 800枚 145 1.4 

牛 肉 中 100g 278 1.8 せ洗んたく用剤 合(2成.65洗kg剤入、)粒状箱入 1箱 653 。
豚 肉 中 100g 188 ム6.0 ベニヤ板 2ラ類ワ1等ン(材18、2c普m通X9合1c板mX、2J.7A MS ) l枚 303 。
ノ、 ム プレスハム、上 100g 175 O ワイ(シ混ャ紡ツ) ブカロyター一ド、80ポ番リ手エ、ス白ア、ル普出通紡品 l枚 2，167 。
牛 手し 加工乳(200c.c入)月極め 1本 46 2.2 せんたく代 制配達、、ワ料イ金シ後ャ払ツ(いカッター) l枚 105 。
鶏 卵 11医|約60g 1 kg 367 ム3.2 合丁 t自 白灯油、詰替売り、配達 18.e 750 9.0 

キャベツ 1 kg 80 • 14.3 
ブ.ロノマン

家庭用、 10旬、 容器代除〈 l本 1，500 。ガス

ほうれん草 1 kg 516 ガ自 ソ立功リ 斗ン工 無鉛ガソリン現金売り 1 .e 113 。
大 f艮 1 kg 98 ム35.1 理髪料 大人調髪(洗髪を含む) l回 1，475 。
大 豆 黄白豆 100g 28 

ノマ- 7 ネン
コールド(セットを含む) l回 3，500 。O トイ℃

しょう油
「波キ口・、上 ・ぴん詰印 (2~ 入) 1本 430 ム1.1 ノトマンッアキンイ スグ ナサイイロン1005%-、プレー ン、

l足 200 。ン コーーで7 ン 」 ズ M、15-20デニール

2玉 生鮮食料品は上・中・下旬の平均価格、 そ の他の品目は中旬の価格です。 ム 印は、マイナスを示しています。
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-県政のうごき

10月 18・107万台に入った
一 富山県人口

一一国勢調査結果(概数)

①県人口概数 1.070.793人(大正9年第l回以来最高)

②伸び率(前回45年比)3.99%(昭和22年を除き最高)

③人口密度 251.8人(第1回以来最高、昭和45年242.2人)

④性比 7.9%女が多い(男514，960人女555，833人)

⑤世帯数 269.392(第I回以来最高)

⑥同伸び率(45年比)8.5%(昭和22年を除き最高)

⑦ 1世帯当り人口3.97人(第1回以来最低、初めて 4人

を割る)

( *調査にご協力ありがとうございました)

10月 q日.知事も赤い羽根募金へ

恒例の赤い羽根共同募金が始まりました。初日の 1

日には中田知事が、富山市内の目抜き通りで共同募金

会の人達にまじって協力を呼びかけ。昭和22年以来、

皆さんからの善意の募金は毎年、福祉施設にいる恵ま

れない人達に送り届けられてきましたが、今年の県内

の目標は、昨年より 1，100万円多い 6，500万円。赤い

羽根にして50万本です。年の暮れまで、皆さんのご協

力をお願いします。

富山市内で

10月 q日・国立富山罫大学が開学

県民待望の国立富山医科薬科大学が 1日開学、平松

博初代学長らが発令されるとともに、本部事務局が置

かれた県立総合衛生学院(富山市西長江)の玄関に真新

しい看板を掲げました。

国立大学の誕生は、昭和24年の富山大学発足以後26

18 

~顕鵬輯蝿輯臨醐輯麗掴咽

10月4日"-'31日
年ぶり。 31日には、一期校になることも決定。来春医

学部 100人、薬学部 105人(各定員)の第一期生を迎え

ます。県民の目下の関心は、来春の入学者のうち何人

を県内出身者で占めるかにありそうです。

10月4日・詰切開開通、三県都結ぶ

昭和47年着工以来、 3年の歳月と約 160億円の巨費

を投じた北陸自動車道富山インター~小杉インタ一間

12.6九の建設工事が完成、 4日待望の開通式を迎えま

した。

開通式は午前10時から富山インター(富山市黒崎)で

行われ、来賓の中田知事らがテープカットの後、小杉

インターまで記念の自動車パレード。午後 3時の一般

開放には、両インターにつめかけた車が一斉に走り出

し、開通を祝いました。

この区聞の完成により、北陸の三県都富山一金沢一

福井が結ばれ、富山一福井 136.9~a を従来の半分に短

縮した約 2時間でゆける本格的ノ、イウェ一時代を迎え

ました。 また、北陸三県の関係の緊密化という効果も

期待されます。

10月10日・みくりが池は爆裂火口湖?

日本の高山湖沼の中では標高・水深とも第 2位、佐

々成政が軍資金を隠したという伝説も残るみくりが池。

この池を学術的に解明しようという調査隊が、初冠雪

の寒さの中を、 10日から 13日まで潜水調査に挑みまし

た。

この結果、湖水が予想以上に澄んでいることや湖底

にガスが発生していることなどがわかり、特に方、スの

発生は、みくりが池の爆裂火口湖説を裏づけるもので

はないかと注目を浴びました。

" 

5)r)r{{{{}{{{rjrrt~{{\{{ff{{{{{Iffrtt)Itttt~ttt~I~~~ttftt\tttf~It~怒蕊蕊蕊3

1 0月刊日・ 高岡の牧場で*草まつり。

富山県草まつりが、 11日高岡市勝木原の牧場で聞か

れました。この革まつりは、畜産農家の意識を高め、

県民の皆さんに緑の草地づくりへの理解を得ていただ

くためのもので、今年で 5回目。県内各牧場自慢の乳

肉、繁殖用牛の優秀きを競う放牧牛チャンピオン大会

放牧牛をテーマにした小中学生の写生大会で畜産のま

つりを楽しみました。

10月13日 ・ *きわやかさん砂第一線ヘ

く親しまれる警察に〉をモットーに富山県警が27年

ぶりに採用した婦人警察官 5人が、配属署での研修を

終え13日から派出所勤務につきました。 26日に行われ

た来年度採用の第一次試験でも、 23.4倍と大モテのき

10月 15日 ・ 鳥獣保護一層の強化

11月15日から来年 2月15日までの狩猟解禁にそなえ

県環境部は50年度の鳥獣保護区、休猟区、銃猟禁止区

域を決めました。

ことしは、これまでの立山鳥獣保護区が、北アルプ

ス鳥獣保護区。として大幅に面積が拡大されたほか、

休猟区を 9か所新設、捕獲規制獣には昨年までのムサ

サビに加えキツネが指定きれました。
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10月23日 ・ *おおやま国体砂本番間近

23日おおやま国体実行委が聞かれ、公式ポスター(

表紙をご覧ください)を決定したほか、当初「 リレースタ

ートゾーン」に予定されていた開会式場の「与四兵衛

平」への変更を決めました。

一方、選手、役員などを受け入れる大山町、立山町

などの宿泊関係者は、接客マナーの講習、国体食の料

理講習を受け準備に大わらわ。また、おおやま国体を

県花チューリップで飾ろうと 8月から富山市の農家に

依頼してきた球根の低温処理が終わり、ハウスに植え

られました。来年 2月の国体期間に開花し、切花とし

て会場を色鮮かに飾る光景がみられます。

また総合 8位を目ざす県勢強化選手の第 3次合同合

宿も行われ、本番を間近に控え各方面で、 、おおやま

国体を成功させょうかの気運が盛り上がっています。

10月29日 . 県農業祭聞く

29、30の両日、県民会館などて刷、あすの暮らしと農

林漁業砂サブタイトルに、県農業祭が聞かれました。

今回は特に消費者の参加も得て農業の見直しをはかろ

うと、野菜、牛乳、苗木の即売もまじえ、農林漁業展

4 Hクラブ実績展、第 1回生活改善工夫展、田植機作

業技術競技大会(農業機械研修所)などが催されました。

農業祭の一環として第一回の生活改善

工夫展が催されました

10月30日 . みんなの消費生活展

第 5回みんなの消費生活展が30日から 4日間富山市

のデパートで聞かれました。会場は 5つのコーナーに

分かれ、 60枚近いパネルを使って、くらしの現状砂、物

を大切にするくらしハ販売戦略とわたしたちかなどを

わかりやすく解説。消費者保護のための各種制度や生

活設計の知識を紹介しました。
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専修 間J等 転換
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(0764)41-3504 ミシン縫製 1年 1年

{f.土v 理 6月

酉己 向邑勺 1年

機械製図 1年 6月

木村工芸 1年 1年

黒部高等技能学校 機 す戒 1年 6月

黒音11)市荻生4150 電気機器 1年 1年

(0765)52-0251 自動卓整備 1年 1年

建 築 1年 l年

木材工芸 1年 1年

も1]1町'高等技能学校 機 械 1年 6月

私i野町寺家1001 電 気 l年 1年

(07632)3152 自動車整備 1年 1年

木村工芸 l年 1年

氷見高等技能学校 機 械 1年 6月
氷見市伊勢大町

自動卓整備 1年 1年(0766) 72 -2227 
砺波I局等技能学校 溶 接 6月

砺波市宮丸580
ミシン縫製 1年 1年(07633) 2 -3531 

職業訓練センター I容 接 6月

小杉町黒河 塗 装 6月

(07665) 6 -0490 建 築 1年

新湊分所 建設機械運転 6月

新湊市今井685 ブロ ッ ク建築 6月

(07668) 2 -2790 (新湊)配管 6月
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【みんなの力で蹴させようTI
おおやま国保
公式ポスター決まる

.制作者のニとぱ

富山県を象徴する

きびしくも雄々しい

冬の ¥L山i宝山告を背景に

力強く生き抜〈

愛情溢れる前九を配し

その山ふところにし、だカ・れた

大山町にくりひろけ、られる

友情の祭典を表現

.制作者紹介

重原保男 富 山県福野町在住

く略 歴〉昭和11年福野町に生る

高岡工芸高校図案絵画科

金沢美術工芸大学商業美術科卒

元日宣美会員

〈主な受賞〉 毎日商業デザイン新聞色刷部門

一席(通産大臣賞) 朝日広告賞

新聞単色部門二席

-立山に雷鳥を配した木象猷の原図は、重原

氏の依頼により朴木(ほうのき)立堂氏(富

山市呉羽夜住)が創作したもの。

J ーー みなさんの県民課から「お知らせ」 、
圃 みなさんの県民課は、県庁の玄関の石側にありま

す。県民課は、県民のみなさんのご意見やご希望、

ご相談を受け県政に反映する く公聴係〉 と、県の施

策をみなさんに一日も早くお知らせする く広報係〉

ガあって、みなさんと県とのパイプ役としての次の

ような仕事をしています。

・テレビ「みん怠の県政」 でお楽しみ下さい。

*北日本放送(KN8) 

包週の日曜日、午前9時から30分間力ラ一般送

小学生のコーラス紹介、県施策を対談・座談会など

でわかりやすく解説しています。

*富山テレビ (T34) 

自週の月曜日から工曜日までの毎日、午後5時45分

から5分間力ラー放送

県からのお知らせ、一口メモ、若者の広場、みなさ

んの声などをユニークに版送。

・月刊誌「みん怠の県政J は包月5日頃に発行

県政の施策の解説、生活知識など登載しています。

-新筒「みん怠の県政」 は4紙に登載

毎月の最終工曜日に、北日本・富山・読売・北陸中

日の各新聞に、県政の最近の動きや身近なお知らせ

を載せています0

・ご相談ごとはあ気軽に県民相談室へ

生活上のご相談、県政への希望、ご意見など、気軽

に次の相談室をご利用ください。

富山県県民課

〒930富山市新総由輸1の7n(0764)31-4111 

高岡地方県民相談室

〒933高岡市赤祖父211高岡総合庁告内

包 (0766)21-94竹

魚津地方県民相談室

干937魚津市新宿10-7魚津総合庁告内

包 (0765)24-5311

砺波地方県民相談室

〒939-13砺波市幸町1-7砺波総合庁舎内

宮 (07633)3-5151 

.みんなの県政12H日..M).83.企画発行富山県県民生活局県民謀富山市新総曲輪 1の7ft31-4111干930
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